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1. 調査目的・・・・・この調査は、変化する市民意識の動向と多様な市民ニーズなどを 

統計的に把握し、今後の市の施策・事業の検討、推進、評価の基礎 

データとして活用する。 

2.調査地域・・・・・久留米市全域 

3.調査対象者・・・久留米市に在住する満 15歳以上の人 

4.抽出方法・・・・・住民基本台帳から、７，０００人を無作為に抽出 

5.調査方法・・・・・郵送調査（郵送回収またはインターネット回答） 

6.調査期間・・・・・令和 7年 6月 28日～7月３１日 

7.回収数(率)・・・2,763 票（39.5％）（うちインターネット回答 1,256 票） 
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これは音声コードです 
（Uni-voice コード） 

1 

3 

4 

5 
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1 

  

42.5 

42.1

43.9

45.9 

45.9

44.1

7.8 

8.2

7.8

3.1 

3.1

3.2

0.8 

0.6

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和7年度調査

(n=2,763)

令和6年度調査

(n=3,245)

令和5年度調査

(n=3,010)

愛着がある どちらかといえば愛着がある どちらかといえば愛着がない 愛着がない 無回答

48.9 

47.4

47.5

43.3 

45.8

43.8

5.4 

5.1

6.0

1.9 

1.5

1.8

0.5 

0.2

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和7年度調査

(n=2,763)

令和6年度調査

(n=3,245)

令和5年度調査

(n=3,010)

住みやすい どちらかといえば住みやすい どちらかといえば住みにくい 住みにくい 無回答

43.5 

43.0 

43.4 

34.0 

33.8 

32.4 

9.5 

9.6 

8.9 

3.7 

3.2 

3.2 

8.6 

9.3 

8.6 

0.8 

1.0 

3.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和7年度調査

(n=2,763)

令和6年度調査

(n=3,245)

令和5年度調査

(n=3,010)

住み続けたい どちらかといえば住み続けたい どちらかといえば移りたい 移りたい わからない 無回答

【久留米市への定住意向】 

久留米市への定住意向について、「住み続けたい」と「どちらかといえば住み続けたい」をあわせた

『住み続けたい』は、 77.5%で、直近３回の調査で最も高い割合となっています。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

詳しくはこちら 

 

 

【久留米市の住みやすさ】 

久留米市の住みやすさについて、「住みやすい」と「どちらかといえば住みやすい」をあわせた

『住みやすい』は、92.2%で、令和4年度から 4年連続で9割を超えています。 

【久留米市への愛着度】 

久留米市への愛着度について、「愛着がある」と「どちらかといえば愛着がある」をあわせた

『愛着がある』は、88.4％で、平成22年度の調査開始以降、最も多い割合となっています。 

久留米市の住みやすさや愛着度について 
く  る  め  し      す                   あいちゃくど 

 

92.2 

93.2 

91.3 7.8 

7.3 

6.6 

『住みやすい』 『住みにくい』 

88.4 

88.0 

88.0 11.0 

10.9 

11.3 

『愛着がある』 『愛着がない』 

７７．５ 

７６．８ 

７５．８ １２．１ 

１３．２ 

１２．８ 

『住み続けたい』 『移りたい』 
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33.4 

29.9 

65.2 

69.3 

0% 50% 100%

令和7年度調査

(n=2,763)

令和6年度調査

(n=3,245)

思う 思わない

77.7 

68.3 

21.7 

31.2 

0% 50% 100%

令和7年度調査

(n=2,763)

令和6年度調査

(n=3,245)

思う 思わない

39.2 

36.0 

59.7 

63.2 

0% 50% 100%

令和7年度調査

(n=2,763)

令和6年度調査

(n=3,245)

思う 思わない

 

 

 

 

 

 

  

   

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

詳しくはこちら 

 

 

【安全で安心して暮らせるまち】 

安全で安心して暮らせるまちについて、「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」をあわせた『思う』は

77.7%で、前回調査（令和６年度）から 9.4 ポイント増加しています。直近３回の調査で最も高くなって

おり、特に、若い年齢層と高齢者層で『思う』と回答した割合が高い結果となっています。 

【にぎわいのあるまち】 

にぎわいのあるまちについて、「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」をあわせた『思う』は 39.2%

で、直近３回の調査で最も高い結果となっており、特に、若い年齢層で『思う』と回答した割合が高い結果

となっています。 

久留米市の状況 
く   る  め  し    じょうきょう          

 

【国際性豊かなまち】 

国際性豊かなまちについて、「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」をあわせた『思う』は33.4%で、

直近３回の調査で最も高い割合になっており、特に、若い年齢層で『思う』と回答した割合が高い結果となっ

ています。 
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26.7 

25.5 

21.1 

54.3 

55.1 

57.8 

14.4 

15.5 

15.1 

4.0 

3.8 

4.9 

0.7 

0.1 

1.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和7年度調査

(n=2,763)

令和6年度調査

(n=3,245)

令和5年度調査

(n=3,101)

健康である どちらかといえば健康である どちらかといえば健康でない

健康でない 無回答

13.0 

12.9

10.7

53.7 

51.5

48.2

24.2 

25.8

28.2

7.7 

9.2

11.1

1.4 

0.6

1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和7年度調査

(n=2,763)

令和6年度調査

(n=3,245)

令和5年度調査

(n=3,101)

とれている どちらかといえばとれている どちらかといえばとれていない とれていない 無回答

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

詳しくはこちら 

 

 

【自分自身の健康】 

自分自身の健康について、「健康である」と「どちらかといえば健康である」をあわせた

『健康である』は、81.0%で、直近３回の調査で最も高い割合となっています。 

【自身や周囲の人のワークライフバランス】 

自身や周囲の人のワークライフバランスについて、バランスが「とれている」と「どちらかといえば

とれている」をあわせた『とれている』は、66.7%で、直近３回の調査で最も高い割合となっています。 

ふだんの生活について 
せいかつ      

 

8.0 

7.2 

7.6 

30.9 

26.1 

23.0 

22.3 

24.9 

27.9 

11.4 

15.4 

23.2 

25.3 

25.7 

16.7 

2.0 

0.6 

1.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和7年度調査

(n=2,763)

令和6年度調査

(n=3,245)

令和5年度調査

(n=3,010)

満足 やや満足 やや不満 不満 わからない 無回答

【まちづくりに関する取り組みの満足度】の特徴 

12 項目の満足度を調査した結果、「水害やがけ崩れ・山崩れの防止などの防災対策および総合防災訓練の充

実」は、令和５年度調査に比べ、『不満』の割合が17.4ポイント減り、『満足』の割合が8.3ポイント増えて

います。 

８１．０ 

８０．６ 

７８．９ ２０.0 

１８．４ 

１９．３ 

『健康である』 『健康でない』 

６６．７ 

６４．４ 

５８．９ ３９．９ 

３１．９ 

３５．０ 

『とれている』 『とれていない』 

３８．９ 

３３．３ 

３３．７ 

４０．３ 

『満足』 『不満』 

３０．６ ５１．１ 
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13.0

14.8

13.9

16.2

20.5

9.9

8.1

3.6

0% 10% 20% 30%

週に５日以上（年251日以上）

週に３日以上（年151日～250日）

週に２日以上（年101日～150日）

週に１日以上（年51日～100日）

月に１～３日程度（年12日～50日）

３か月に１～２日程度（年４日～11

日）

年に１～３日程度

無回答

56.2 

20.4 

13.7 

11.7 

8.6 

7.2 

6.7 

6.4 

6.3 

4.3 

39.5 

20.0 

4.5 

0% 20% 40% 60%

ジョギング・ウォーキング・階段昇降（散歩などを含む）

体操（ラジオ体操・縄跳び・ヨガなどを含む）

自転車（サイクリング・BMXなどを含む）

トレーニング

屋内競技（バレー・バスケット・バドミントン・卓球など）

ボウリング

ゴルフ

水泳・水中ウォーキング

登山・ハイキングなど

野球・ソフトボール

その他

何も行っていない

無回答

  

31.9 

29.9 

21.9 

14.1 

12.6 

9.0 

9.0 

8.7 

7.9 

7.3 

3.1 

3.0 

5.2 

0% 20% 40%

公道

自宅または自宅敷地内

公共の体育・スポーツ施設

民間商業インドア施設

公園・空き地

学校体育施設

山岳・森林などの自然環境

筑後川河川敷

職場または職場敷地内

民間商業アウトドア施設

校区コミュニティセンターなど

その他

無回答

(n=2,763)

 

 

 

 

 

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

詳しくはこちら 

 

 

【1年間で行った運動・スポーツ】 

1年間で行った運動・スポーツについて、

「ジョギング・ウォーキング・階段昇降（散

歩などを含む）」が56.2％と最も多くなって

います。次いで、 「体操（ラジオ体操・縄跳

び・ヨガなど）」が20.4％、「自転車（サイ

クリング・BMXなど）」が13.7％となって

います。「何も行っていない」は全体の

20.0%です。 

上位４項目は前回調査（令和 4 年度）と

変わりませんが、「ジョギングなど」、

「体操」、「トレーニング」は前回調査よ

り減少し、「自転車」は増加しています。 

【1年間で運動・スポーツを行った人が 

運動・スポーツを行った日数】 

「月に 1～3 日程度（年 12 日～50 日）」が 20.5％

で最も多く、次いで「週に１日以上（年 51 日～100 日）」

16.2%などとなっています。 

【1年間で運動・スポーツを行った人が 

運動・スポーツをどこで行ったか】 

運動・スポーツを行った場所は、「公道」が31.9%

と最も多くなっています。次いで「自宅または自

宅敷地内」は 29.9%などとなっています。 

運動
うんどう

・スポーツの習慣
しゅうかん

について 

3か月に１～２日程度 

（年４日～11日） 

(n=2,763) 

(n=2,763) 
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13.9 

17.8 

23.5 

27.1 

32.7 

36.7 

41.5 

37.7 

30.0 

11.7 

9.3 

7.1 

3.8 

1.8 

1.6 

2.1 

0.7 

1.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和7年度調査

(n=2,763)

令和4年度調査

(n=3,532)

令和元年度調査

(n=2,847)

日頃から親しくしている 用事があれば、話をする 挨拶する程度

ほとんど面識がない 関わりたくないと思っている 無回答

75.4 

80.4 

82.8 

11.5 

10.0 

10.1 

10.7 

8.6 

6.3 

2.4 

1.0 

0.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和7年度調査

(n=2,763)

令和6年度調査

(n=3,245)

令和4年度調査

(n=3,532)

助けを求めることができる人がいる 助けを求めることができる人はいない 助けを求めようと思わない 無回答

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

詳しくはこちら 

 

 

【不安や心配事の相談先】 

最も回答が多かったのは「助けを求めることができる人がいる」75.4％で、過去の調査と比較すると減少傾

向にあります。一方で、「助けを求めることができる人はいない」の割合は11.5％、「助けを求めようと思

わない」の割合は10.7%で、直近３回の調査で最も高い割合となっています。 

【近所との付き合いの程度について】 

「日頃から親しくしている」の割合は13.9％、「用事があれば話をする」の割合が27.1%と、直近３回の

調査で減少しています。一方で、「挨拶をする程度」、「ほとんど面識がない」、「関わりたくないと思って

いる」の割合が増加しています。 

【地域や近所にいる人の相談にのれるか】 

令和７年度調査で追加した選択肢の「求められれば相談にのることができる」の割合が、41.4%と最も高く

なりました。「声をかけて・求められれば・日頃から親しくしている人であれば」相談にのることができる』

の割合は84.0%で、前回調査（令和４年度）と比較すると、3.0ポイント減少しています。 

地域福祉・こころの健康について 
      ち い き ふ く し                 け ん こ う   

6.6 

23.8 

23.7 

41.4 36.0 

63.2 

62.9 

13.9 

12.1 

11.9 

2.1 

0.9 

1.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和7年度調査

(n=2,763)

令和4年度調査

(n=3,532)

令和元年度調査

(n=2,847)

声をかけて相談にのることができる 求められれば相談にのることができる

日頃から親しくしている人であれば相談にのることができる 相談にのることはできない

無回答

（※令和7年度調査から） 
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充実していると思う

2.8%

どちらかといえば充実

していると思う

27.3%

充実していると思わない

が、必要だと思う

63.5%

充実していると思わない

し、必要だと思わない

3.1%

無回答

3.4%

(n=2,763)

70.8 

54.9 

22.4 

15.2 

12.5 

9.3 

6.0 

5.0 

4.6 

4.6 

6.0 

3.0 

 0%  20%  40%  60%  80%

緊急速報メール（エリアメール）

テレビ（ｄボタン広報誌含む）

市の公式LINE

家族や職場の人からの声掛け

市のホームページ

福岡県防災メール・アプリまもるくん

消防団車両による広報

自主防災組織、近隣住民による声掛け

緊急告知防災ラジオ（ドリームスFM放…

市の避難情報配信サービス（登録制）

避難情報は知らない

無回答

18.8 

21.2 

21.1 

36.4 

21.5 

22.6 

18.3 

36.6 

17.8 

15.0 

12.1 

54.4 

 0%  20%  40%  60%

１日分

２日分

３日分以上

何もしていない

16.1 

23.2 

21.9 

36.0 

16.9 

25.7 

23.9 

32.0 

16.0 

17.7 

14.3 

50.4 

 0%  20%  40%  60%

１日分

２日分

３日分以上

何もしていない

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

 

 

 

【家庭での水や食料の備蓄】 

「水」「食料」ともに、「何もしてない」割合が50%以上であった平成29年度調査と比べると、大幅に減

少し、「水」は3日分以上備蓄している割合が、直近３回調査の中で最も高い割合となっています。 

【避難情報の取得】 

どのように取得しているかについて、最も回答

が多かったのは、「緊急速報メール（エリアメー

ル）」で、70.8％となっています。 

【防災のための地域での支え合う取組み】 

非常時に備えた地域で助け合うための取組

みについて、「充実していると思わないが、必

要だと思う」の割合は 63.5％で、最も高い割

合となっています。 

【災害への不安感】 

災害への不安感について、「不安を感じる」と「やや不安を感じる」をあわせた『不安を感じる』は、

68.4%で、前回調査（令和３年度）よりも高い割合となっています。 

29.3 

29.9 

39.1 

35.5 

22.9 

25.0 

6.0 

6.3 

2.6 

3.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和7年度調査

(n=2,763)

令和3年度調査

(n=2,194)

不安を感じる やや不安を感じる あまり不安を感じない 不安を感じない 無回答

食料 水 

安全安心のまちづくり「セーフコミュニティ」について 
  あんぜんあんしん      

６８．４ 

６５．４ 

２８．９ 

３１．３ 

『不安を感じる』 『不安を感じない』 

(n=2,763) 

 

詳しくはこちら 
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67.3

54.4

53.6

1.1

1.4

2.9

0.3

1.9

2.9

6.3

69.3

40.5

32.8

2.3

0.5

1.3

1.0

1.3

6.3

5.8

0% 20% 40% 60% 80%

同居中の家族

別に住んでいる親族

友人や知人

民生委員や主任児童委員

NPOなど民間の相談機関

市の相談窓口

県や国の相談機関

その他

相談できる人はいない

無回答

女性 男性

n=1,025

市民意識調査 

ホームページはこちら 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【子育てに関わっていると回答した人のうち子育てに困難を感じた経験】 

「よくある」と「ときどきある」をあわせた『ある』は62.7%で、前回調査（令和３年度） 

と比較すると、4.9ポイント増加しています。 

19.5 

43.2 

23.5 

9.2 

4.6 

11.3

46.5

29.7

10.2

2.3

 0%  10%  20%  30%  40%  50%

よくある

ときどきある

ほとんどない

全くない

無回答

令和7年度調査

(n=1,025)

令和3年度調査

(n=471)

【子育てに関わっていると回答した人の 

子育てに関する相談相手の有無】 

 「同居中の家族」・「別に住んでいる親族」・

「友人や知人」が、男女ともに高い傾向にありま

す。一方で、「相談できる人がいない」の割合

は、「男性」が「女性」よりも高くなっていま

す。 

《発行》 令和８年３月 
《お問い合わせ》 【編集・発行／調査主体】 久留米市協働推進部広聴・相談課 

                 久留米市城南町 15-3 
TEL 0942-30-9015 FAX 0942-30-9711 

E-mail sodan@city.ｋurume.lg.jp 
 

報告書及び概要版は久留米市公式ホームページに掲載いたします 

          

     https://www.city.kurume.fukuoka.jp/1050kurashi/2140soudan/3020kouchou/ishiki.html 

 

  

0.4 

6.6 

16.3 

62.0 

5.5 

9.3 

1.5

10.8

28.9

47.3

5.1

6.4

0% 20% 40% 60% 80%

よくあった

ときどきあった

ほとんどなかった

全くなかった

わからない

無回答

令和7年度調査

(n=1,025)

令和3年度調査

(n=471)

【子育てに関わっていると回答した人のうち 

児童虐待をしているのではないかと思った経験】 

 「よくあった」と「ときどきあった」をあわせ

た『ある』は、7.0％で、前回調査(令和 3年度)

と比較すると 5.3 ポイント減っています。一方

で、「ほとんどなかった」と「まったくなかっ

た」をあわせた『なかった』は 78.3%で、2.1 ポ

イント増加しています。 

６２．７ 

５７．８ 

３２．７ 

３９．９ 

令和７年度調査

（n=1,025） 

『ない』 

令和３年度調査

（n=427） 

『ある』 

 

 

 

 

 

 

 

詳しくはこちら 

 

 


